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外部に面する建具

S－4

耐風圧性

S－5

S－6 ・A－4

・    

　W－5

　報告するものとする。また、請負者は、以下のことについて、下請負人(再委託の協力者を含む)に

　また、受注者が自ら必要と思われる図示以外の近隣家屋・工作物等についても調査を行うこと。

　受注者は、施工に先立ち地元自治会、近隣住人等に工事施工内容の説明を行うこと。

　各種下請業者、製造所等市内で供給出来るものについては、極力市内業者を選定すること。

18

17

16

15

14
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12

　監督職員と協議するものとする。

　対して、十分に指導を行うものとする。

請負金額の増減対象としない。

　設計図書に明記なくとも機能上、構造上当然必要と認められる軽微な変更および追加工事においては、

工事着手前に製本を作成し、監督職員に提出のこと。　　　A3サイズ　3部数

の有無を確認すること。万一、損傷等が生じた場合は請負人の責任において現状に復旧すること。

　受注者は、工事の着手前および完了後に、図示部分の近隣家屋調査を実施し、工事に起因する損傷等

への損害についても補償する保険に加入すること。

　受注者は工事の内容に応じた火災保険、建設工事組立保険等を工事目的物に付すとともに、第三者等

通報制度

不当介入に関する

軽微な変更

設計図の製本

近隣家屋の調査

地元説明会

保険等

下請業者等の選定

　また、基準値を満たさない場合は、対策を講じたのち再測定を行うこと。

（標1.5.9）11

スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度をパッシブ法にて測定し、報告すること。

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、化学物質の濃度測定

（標1.5.4）10

　　　　　　　　　　　　　・各工程毎

一工程施工報告書の提出　　・不要一工程報告

設計図

工事概要

章 項　　目 特　　記　　事　　項

１

３．工事種目

４．工事内容

２．敷地面積

１．工事場所

１．共通仕様

２．特記仕様 （１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、　 印の付いたものを適用する。

　　 　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　　 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

（４）特記事項に記載の（標  ．  ． ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書

工事実績情報の登録

施工体制

また、市担当者から施工体制の点検を求められたら対応し、指摘がある場合は是正すること。

　受注者は、公共工事入札契約適正化法に基づき施工体制台帳の写しを提出すること。

1

2

（ CORINS ）

ニ　現場代理人と主任技術者または監理技術者を兼ねることができる。 

ハ　主任（監理）技術者も同様の確認を受けなければならない。 

　 「現場代理人等届」に添付すること。また、「現場代理人等変更届」も同様とする。

ロ　現場代理人は、請負人との直接的な雇用関係を証するもの（健康保険証の写し等）を

イ「長浜市現場代理人の常駐に関する運用基準」に従い、現場代理人を決定し届け出ること。3 現場代理人等

※施工計画書　　　　提出部数　※1部

・施工図　　　　　　提出部数　※1部

・完成図　　　　　　提出部数　※２部（Ａ３版縮小製本及び電子媒体）

・保全に関する資料　提出部数　※２部　　・　　部

提出図書

請負金額が５００万円以上の場合は契約、変更、完成時のそれぞれ１０日以内に登録すること。

4

（1.5.1）

工事写真

竣工写真 竣工写真はキャビネ版カラープリントによる写真を製本し、また、画像データを電子媒体で各１部提出すること。

施工条件

発生材の処理等

施工調査 工事着手に先立ち、施工調査を行い報告すること。

着工前、完成

工事中

定期提出

同じ位置で撮影すること。

必要に応じ撮影する

工事月報用

撮影箇所 提出部数 備　　　考区　分

　・3　※6　・15　・30

代表的な出来高の部分

2

1

1

　工事写真の撮影要領は、「工事写真撮影ガイドブック・建築工事編」(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)による。

次に指定する工程・作業は指定の日時に行うこと。

※構外搬出適切処理　　・指定（　　　　　）

工程・作業 指定日時

調査方法調査範囲

※目視調査　　・打診調査

9

（標1.2.2）

（標1.2.3）

（標1.7.2）

（標1.7.3）

（標1.3.5）

（標1.3.11）

5

6

7

8

石綿含有建材の事前

調査制度

19

３.受注者は暴力団員等による不当介入を受けたことが明らかになり、工程等に被害が生じた場合は、

１．受注者は暴力団員等による不当介入(不当な要求又は業務の妨害)を受けた場合は、断固としてこれを

 　拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力

 　を行うものとする。

２．受注者は前項により通報を行った場合には、速やかにその内容を記載した通報書により、監督職員に

1 騒音・粉じん対策

足場等

仮設間仕切

　・(ア)防音パネル　　※(イ)防音シート

　外部足場防護シート　　・グリーンネット　※メッシュシート　・養生シート　

仮設間仕切り等の種別

厚さ　 mm※軽量鉄骨

・木下地

　単管下地

※木製扉

・鋼製扉

※せっこうボード（※9.5　・12.5）

・合板（・9　・12）

防炎シート

※ポリ合板片面フラッシュ

・メラミン合板フラッシュ

※無し

・片面

※無し

・有り

※A種

・B種

・C種

※仮設扉

種　別 下　地 仕上材（厚さ　mm） 充てん材 塗　装

工事用水・電気 　工事用水　　　既存施設　　・利用不可　　※利用可（※有償　・無償）

　工事用電気　　既存施設　　・利用不可　　※利用可（※有償　・無償）

２
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般
　
共
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事
　
項

4

3

2

　　　　　　　　　　　　　・解体　　・防水改修　　・外壁改修　　・耐震改修

工事中の注意事項5

（2.1.3）

（2.2.1）

　内部足場　　　　　　　※枠組み　・脚立、足場板等　・単管ステージング

　材料等運搬方法　　　　・B種(トラッククレーン等)　・C種(既存EV)　・D種(既存階段)

（2.3.2）

・ 150

埋戻しおよび盛土1

2

3 砂利地業

建設発生土の処理 　・ 構内指示場所敷きならし 　・ 構外指示場所敷きならし 　　・ 構外搬出適切処理  

材料　・　再生クラッシャーラン

材料　・　ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上

埋戻しおよび盛土　 種別　・ Ａ種　 ・ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　不足分は良質土搬入する。

（標3.2.5）

３ （標3.2.3）

（標4.6.5）

厚さ及び適用範囲

（標4.6.3）

床下防湿層4

適用箇所厚さ

・ 土間コンクリート

5 床下断熱材 （標19.9.3）材料　　JIS A 9521（建築用断熱材）　・ 押出法ポリエチレンフォーム保温板　・２種ｂ

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・３種ｂ

適用箇所厚さ

厚さ及び適用範囲

・ 25 ・ 土間コンクリート下

土
　
工
　
事

1

2

鉄筋の種類

溶接金網

・ 異形鉄筋(ＪＩＳ Ｇ３１１２)

・ スパイラル筋　SR235　径6φ　外径80~120　ピッチ50

・ 建築基準法第３７条の規定に基づき認定を受けた鉄筋

・ ＳＤ ２９５Ａ　　・Ｄ10　・Ｄ13　・Ｄ16　・Ｄ19

・ ＳＤ ３４５　　　・Ｄ19　・Ｄ22　・Ｄ25　・Ｄ29

　編目形状寸法( ・ 150*150　・ 100*100 )　　径( ・　６　・ ８　・10 ）

3

4

5

加工および組立

鉄筋の継手

圧接完了後の検査

　　　アンカー筋の種類　・鉄筋コンクリート用棒鋼　

・ 別図による　　　・ 構造配筋標準図による　　　　・ 標仕による

・ 重ね継手　　・ 機械式継手　　・ 溶接継手

・ ガス圧接継手　 ＳＤ３４５（径１９㎜以上）Ｄ19～Ｄ25、ＳＤ３９０　Ｄ29～Ｄ32

・ 超音波探傷試験による検査　　　　・ 引張試験による検査　　

・ 入れる　　　・ 入れない　　

・ 接着系アンカー（径：M10）・ 打ち込みアンカー（径：D10　）

　　　接着剤の品質　　　・有機系

6 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ補強

7

（標5.2.1）

（標5.3.1～4）

（標5.2.2）

(標5.3.4）

(標5.5.5）

４

あと施工アンカー

  ※　仮設間仕切高さ　2.5ｍ

鉄
 
筋
 工
 事

仮
　
設
　
工
　
事

改修工法７
建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 備　　　　　　考

・外部

・内部

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・アルミニウム製建具

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

アルミニウム製建具 外部に面する建具

※A種

・B種

・C種

耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み（mm）種　別

S－4

S－5

S－6

※A－3

・    

・A－4

※W－4

　W－5

※ 70

・   

・ 100

・

※ 図示

施工箇所

鋼製建具

※A種

・B種

・C種

気密性 水密性 枠見込み（mm）種　別

※A－3
※W－4

※ 70

・ 100

・

※ 図示

施工箇所

（5.1.3）

（表5.2.1）

（表5.2.2）表面処理

　B 一般的な屋外   ・BB－1（無着色）　・BB－2（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　C 屋内　　　　　 ・BC－1（無着色）　・BC－2（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　　　　　　　　 　・C種（焼付塗装）

網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製 ・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

形　　式　※外部可動式　・固定式

網戸（防虫網）

・図示

（表5.2.1）

（5.2.3）

鋼製軽量建具

・簡易気密型ドアセット ・A－3 　W－1 ・・    

※建具図による

※簡易気密型ドアセット（気密性 A-3）　・A種（表5.2.1による）

建具用金物

※製造所標準製作規定寸法許容差による　自動ドア開閉装置

軽量シャッター

重量シャッター

開閉形式

   ※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板

　※シーリング材　・ガスケット

鍵箱

ガラスフィルム

ガラス留め

　JIS A 5759：2016による

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　センサーの種類 ※光線（反射）センサー　・タッチスイッチ

・熱線センサー　・多機能トイレスイッチ

※補助光電センサー

外部の管理用、外壁用防火シャッターの耐風圧強度

　　　・600Pa　　※850Pa　　・1,200Pa

マスターキーの製作　　　※既存に合わせる　　・新規製作

※内貼　・外貼 ３Mジャパン㈱　ファサラ　不透明マットタイプ

衝撃破壊対応飛散防止

※あり　・なし

備　　　考

（5.8.4）

（表5.9.4）

（5.11.2）

（5.12.4）

（5.12.3）

（5.12.2）

（5.14.2）

木製建具

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

仕上げ　・図示による （16.7.2）

　大きさ　　・30組用　・60組用　・120組用

壁紙

凡例名

厚さ（mm）、規格等記号種　　類

　清掃範囲　　※工事範囲内と工事用通路　　・建物内全体改修後の床の清掃

ビニル床シート（FS）

ビニル床タイル（KT）

タイルカーペット

フローリング

　種別　　・A種　・B種　※C種　・D種KT-Ⅲ

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

・せっこうボード

・化粧せっこうボード

・化粧せっこうボード(杉柾柄)

・不燃積層せっこうボード

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　　）

※12.5（不燃）　　※9.5（準不燃）

※9.5(準不燃)　・9.5(不燃)　・12.5(不燃)

※9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・9.5（不燃、化粧）　※9.5（不燃、素地）

・12.5（不燃） ・15.0（不燃）※21.0（不燃）

※フラットタイプ　・凹凸タイプ

　（※9 ・12）　　（※12（不燃）・15）

FK

DR

GB－R

GB－D

GB－D(S)

GB－NC

GB－S

GB－F

クロス１  ※ビニル ・木質 ・無機質 ・オレフィン

 ※ビニル ・木質 ・無機質 ・オレフィン

※不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

備　考防火性能種　類

1

畳

ボード、合板

3

4

5

6

7

8

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ａ種

種　別

５

ー

コンクリートの強度

Ｆｄ　耐久設計基準強度

Ｓ　　構造体強度補正値

　適用箇所  スランプ  調合管理強度Ｆｍ

 躯体

 土間

 捨てコン

18

15

15

　Max（Fc、Fd）+S　　　　・21+3+S

　Fc+S

2

1

2

（標6.2.1）（標表6.2.1）コンクリートの種類

 　・ １６　 ※ １８

 　・ ２１　 ・ ２４ 

（標6.2.2）（標6.2.4）（標表6.2.2）

　設計基準強度Ｆc（Ｎ／㎜  ）

3

　・　標仕 表6.2.3 による

　合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

　　適　用　箇　所

　　躯体全般

（標6.2.5）（標表6.2.4）（標6.8.3）

部材の位置及び断面寸法の許容差 （標6.2.5）（標表6.2.3）

（標6.3.1）（標6.13.2）（標6.15.2）（標表6.3.1）

種　類

 ・普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

 ・高炉セメントＢ種

 ・フライアッシュセメントＢ種

　28日目で402J/ｇ以下のものとする。但し、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

4

コンクリートの仕上り

コンクリートの材料 セメントの種類

土間コンクリート

適　用　箇　所

　　普通ポルトランドセメントは、JIS R 5210に示された規定の他、水和熱が7日目で352J/ｇ以下、かつ、

5

（標6.3.2）（標表6.3.2）

（標6.3.1）　混和剤の種類　　・ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（単位水量185㎏/ｍを守れない場合）

　混和材料の使用量　　・標仕6.3.2　（イ）（ｆ）①②③による

混和材

木材の使用について

６

木
　
工
　
事

（6.2.2）

（6.8.2）

（6.8.2）

（6.9.2）

（6.11.2）

（6.12.2）

（6.13.2）

内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

８

凡例名

FS-1

FS-2

東リ㈱　消臭ＮＳトワレＮＷ

仕　様　（商品名の場合は同等品とする） 備　考

備　考

備　考

仕　様　（商品名の場合は同等品とする）

9

10

11

化粧塩ビシート

断熱材

　３M　ダイノックフィルム　同等品

　・グラスウール　密度(kg/＊)　　・16　　※24　　・32　

　・ポリスチレンフォーム２種ｂ　ｔ50（採光取り窓部）

タイル

セルフレベリング材塗

天井下地アンカー

　材料　　※セメント系　　・せっこう系

　標準塗厚　　・10　※15　・20

床見切り

壁LGS 　・　スタッド90形

14

15

16

13

12

凡例名 大きさ

150×150

10×10

役物

 ・有 ・無

 ・有 ・無

 INAX ピアッツァＯＸ　同等品

 INAX ジュエリーモザイク　同等品

備　考

　・　木材専用取付金物　もくねじハンガーB（最大荷重690kgf)　㈱サワタ　同等品以上

　　※　劣化部分、脆弱な部分及び鋼面は錆等を除去するものとする。

　　・　塗替え面積の　３０％

　　・　改修範囲のうち、下記塗装範囲の全てとする。

　各面の下地調整がＲＢ種の場合、既存塗膜の除去範囲は次のとおりとする。

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・　次の箇所を除き防火材料とする。

　※　屋内の壁及び天井の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定表示のあるもの。

塗装の種類　　　その他ボードの塗装

（7.1.3）

（7.2.1）

塗装の種類 塗装箇所 下地調整 塗装種別・回数

　新規（外部）

　新規（内部）

　塗替

　新規

　塗替

　新規

　塗替

　新規

　塗替

　新規・塗替

　新規・塗替

　新規（外部）

　新規（内部）

　新規（見掛）

　新規（見隠）

　塗替

*RA（不透明）

*RB（透明）

･RA *RB ･RC

･RA *RB

･RA *RB ･RC

･RA *RB

･RA ･RB *RC

*RA ･RB

･RA *RB ･RC

*RA ･RB

汚れ・付着物

の除去

*RA（不透明）

*RB（透明）

*RA

･RA *RB ･RC

*A ･B

･A *B

･A *B ･C

･A *B

･A *B ･C

･A *B

･A *B ･C

*A ･B

･A *B ･C

･A *B

* ２回

･A *B

*A

･A *B ･C

・合成樹脂調合ペイント塗

・クリヤラッカー塗

・フタル酸樹脂エナメル塗

・つや有り合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗

・ウレタン樹脂ワニス塗

・オイルステイン塗

・木材保護塗料塗

・２液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

　（ＳＯＰ）

　（ＣＬ）

　（ＦＥ）

　（ＥＰ－Ｇ）

　（ＵＣ）

　（ＯＳ）

　（ＷＰ）

　（２－ＵＥ）

　エナメル塗

（7章各節）

種別（塗回数）下地調整塗装箇所

・合成樹脂エマルションペイント塗

・合成樹脂エマルション模様塗料塗

　（ＥＰ－Ｔ）

・アクリル樹脂系非水分散形塗料

　（ＮＡＤ）
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木部塗装

既存塗膜の除去範囲

防火材料

トイレブース
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建築改修工事仕様

２．調査結果は公衆の見やすい場所に作業開始前に掲示すること。

３．監督職員に調査の結果を報告し、設計図書と内容が異なる場合は協議を行うこと。

１．石綿障害予防規則および大気汚染防止法に基づき、石綿に係る事前調査結果の報告(石綿事前調査結果報

４．その他

　　　調査範囲　　・当該施工範囲　　・図示

　　　貸与書類　　・建設当初図面　　・石綿調査報告書

※12.5（不燃）

　　　　・目地シール工法　　※見切り工法

廊下・おむつ替え

東リ㈱　GA-100

メラミン不燃化粧板 ・アイカ工業　セラール　同等品　（　３mm厚、３×８サイズ、木目調・一般調　色分け仕様　）

　　　　　　（　建具廻り、入隅は　シール処理　のこと）

　　　ＷＰＣえんこう <松柄>　㈱大建工業同等品以上

・　根太張り工法　・　捨て張り工法（ラワン合板１２㎜ + 縁甲板　厚 １２㎜）

タイル１

タイル２

　・　木＜フローリング同等材＞　・　床見切12T（化粧シート仕様）㈱大建工業同等品

　※ 捨て貼りにて高さ調整

・行わない（含有建材みなしとする）　　

　表面仕上げ材　※メラミン樹脂系化粧板　　・ポリ樹脂系化粧板

　ドアエッジ　　※指詰防止型　　・ｺの字型

　足形状　　　　※幅木型　・足金物型

　※ステンレス製ゴム入り　　・アルミ製ゴム入り　　・真鍮製ゴム入り

　取り付けは接着併用ビス留めとする。

　※既存品再利用（※脱着　・養生）　　・新設

・行う（下表による）　　

部位、材料名など

天井：岩綿吸音板

天井：リブ付き岩綿吸音板

天井：化粧石膏ボード

※定性分析（※１　・3）　・定量分析（※１　・3）

※定性分析（※１　・3）　・定量分析（※１　・3）

※定性分析（※１　・3）　・定量分析（※１　・3）

※定性分析（※１　・3）　・定量分析（※１　・3）

※定性分析（※１　・3）　・定量分析（※１　・3）

調査方法　（1材料あたりの試料数）

・つや有り合成樹脂エマルション

　（ＥＰ）

 ペイント塗（ＥＰ－Ｇ）

･RA *RB

･RA *RB

･RA *RB

･RA *RB ･RC

･RA *RB

･RA *RB ･RC

･RA *RB ･A *B ･C

*A ･B ･C

･A *B 

･A *B ･C

･A *B 

･A *B ･C

･A *B 新規

新規

塗替

塗替

屋内新規

屋内塗替

屋内

（9.1.1）

（7章各節）

（標20.2.5）

（標20.2.7）

（標20.2.14）

（標20.2.15）

（標20.2.16）

（6.17.3）

（6.17.2）

（6.16.3～4）

（6.14.2）

凡例名 仕　様　（商品名の場合は同等品とする）

凡例名

KT-1

KT-2

凡例名 貼方向

下草野まちづくりセンタートイレ改修工事 令和　4 年　6 月

トイレ改修工事

男子トイレ、女子トイレの全面改修

おむつ替えスペースの新設

（標1.1.4）

　　　測定箇所　　　　・　１箇所（おむつ替えスペース）　　　・図示　　　　　

　 ※ ２１

　・ Ⅰ類 　　　・ Ⅱ類

　普通コンクリート

Ｆｃ　設計基準強度（Ｆｏ）に対応した換算強度（２８日圧縮強度，Ｎ／㎜２）

（標12.3.1）

※ギア式　・コード式　・操作棒式

・電動

※2本コード　・1本コード

・電動

・縦型

※横型

形式 種類 スラット仕様

※アルミ製25㎜　・アルミ製15㎜

・遮光

※ポリエステル　・ガラス繊維　・アルミ

1

 　告システム等を利用）を行うこと。（報告先：労働基準監督署、県環境事務所）

　　　　　掲示板サイズ：A3サイズ（42.0cm×29.7cm）以上

14032206

5

A1-SCALE

９

10

11

1

天井点検口

　操作　　・電動　　・引きひも　　※手引

　強さ区分（JIS A 4802）　・10-60　　※10-90

　形状　　※アルミ額縁タイプ　　・目地タイプ

カーテンレール6

7

（標20.2.16）

　仕様　　・レース+ドレープ　　※ドレープ　　

　　　　　・ダブル　　※シングル　

　形式　　・引分　　※片引

　ひだ　　・フランスひだ(三つひだ)　　・箱ひだ(二つひだ)　　※プレーンひだ

　材料　　・鋼板　　※ステンレス板　　・アルミ板ロール　　・アルミ成型

　　　　　　　おむつ替えスペース（参考　ｻﾝｹﾞﾂ㈱　ニューメディカル　防炎ラベル付き　同等品）

長浜市北ノ郷町

「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「標仕」という。）による。

（建築工事編）（令和４年版）」（以下、「改修標仕」という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項は

　当該施設は、児童や高齢者が日常的に使用している施設であるため工事中の安全管理には十分注意すること。

　工事エリア（作業エリアとも）を明確に区分し、施設関係者及び第３者へ影響を与えないように努めること。

　木工事で使用する木材（原木）は極力県内産とし、製材及び加工については極力市内で行うこと。

木材2 （標12.2.1）木材の含水率　　※ Ａ種　　・ Ｂ種

材料のホルムアルデヒド放散量　　・Ｆ☆☆☆☆　　・表示がない場合は 標仕12.2.1 による

製材　　・JAS 1083(製材)に基づく製材　　・JAS 1083(製材)以外の製材

造作用集成材　　・集成材の日本農林規格による造作用集成材

　　　　　　　　・集成材の日本農林規格以外の造作用集成材

造作用単板積層材　　・　

直交集成材　　・　

合板等　　下地用合板　　・普通合板　（ラワン合板　12mm）　・　

　　　　　構造用合板　　・　

防腐、防蟻処理3 防腐処理　　　※行う（・床下部　　・図示）

種類および品質　　 ※　クレオソート塗　・CCA加工または同等以上　・　

8 室名札 　ピクトサイン　　※アクリル　200角（突出し２か所、面付１ヶ所）・SUSタイプ



No.DARAWING NAME

A
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下草野まちづくりセンタートイレ改修工事

工事建物

南郷会館

草
野

川

プ ー ル

北 ノ 郷 町

南 郷 町

下草野まちづくりセンター

公園

県 道 東 野 虎 姫 線

市立浅井小学校

浅井診療所

セネファ

せんねん灸

岡高神社

廣善寺

北ノ郷暁明館

薬師堂

北 ノ 郷 町

当
 
目
 
橋

飯 山 町

当 目 町

北之郷駐在所

水道水源地

東 野 町

観音堂

2

14032206
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▽
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県道：東野虎姫線

出入口

▽敷地境界線

スロープ

水路

渡り廊下下草野まちづくりセンター

排水路(巾=300)

歩 道

出入口

工事関係者

アスファルト舗装

植栽

植栽

植栽

女子便所男子便所

玄関
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仮設間仕切

LGS65+PB12.5

目張りとも

工事関係者
入口

湯沸室

会議室 会議室

玄関
湯沸室

7,2807,280910

Ｎ
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0
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0
90
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0
1,

20
0

3,600 3,800 900

玄関

男子便所

女子便所

既存　東館１階平面図　1/100 改修　東館１階平面図　1/100

平面図　既存・改修　　　　1/100

配 置 図 　 1/ 3 0 0
位 置 図 　 1/35 0 0

位置図 ・ 配置図　　　1/3500・1/300

5

A1-SCALE



タイルカーペット ｱ6.5　新設

小便器前：汚垂陶板 ｱ6.0　D=550　新設

100角タイル　下地モルタル　解体撤去

1
,
8
0
0

3
,
6
0
0

5
,
4
0
0

※開口閉鎖

新設木下地、GB-S ｱ12.5、メラミン化粧板

1
4
5

既存木額縁 全面ＯＳ塗装

面台・手摺・化粧鏡　全て解体撤去

照明器具・衛生設備　全て解体撤去その他

WD-1　　木製建具、木枠共　解体撤去

石膏ボード ｱ9.0+ＶＰ塗装、木下地共　解体撤去

WD-2  　木製建具のみ　解体撤去

建具

天 井

窓　額縁　既存のまま

※扉･枠とも撤去

　※ 全面撤去

面台部　テラゾブロック　CB120下地　解体撤去

男子便所　　現況・解体仕上表

壁

土間コンクリート厚120　解体撤去

モザイクタイル　下地モルタル共　解体撤去

腰　壁

巾 木

床

天井：PB9.0+クロス(廻縁とも)

（廊下側：PB12.5+じゅらく）

 床 ：縁甲板 12.0　カット

３

ＷＤ

90

※壁 撤去

1
,
8
0
0

3
,
6
0
0

木枠再利用

下草野まちづくりセンタートイレ改修工事

面台 新設
1,6001,600

8
8
0

1
,
6
8
5

870750

550150

1
2
5

670

90

W=780W=780860

30

W
=
7
5
0

40

120

1
,
7
4
0

9
0
0

4
2
0

4
2
0

730

200

850

40120

200

２

ＷＤ

１

ＷＤ

３

ＴＢ

１

ＴＢ

２

ＴＢ

メラミンポストフォーム　D=150,t=30

※解体撤去

※解体撤去

面台 TB　解体撤去

ラニング CB150+100角タイル　解体撤去

145

（CH=1970）

（CH=1970）

（FL-115）

8
4
0

1
,
7
0
0

8
5
0

女 子 便 所

男 子 便 所

１

ＴＢ

※全撤去

１

ＷＤ

※扉･枠とも撤去

２

ＷＤ

5
,
4
0
0

1,8001,800900

1,8001,8001,8001,800

1,8001,800900

TITLE

A

DARAWING NAME No.

（FL-115）

※扉のみ撤去

共通

既存木額縁 全面ＯＳ塗装

共通

3
0

1
0
0

3
0

303030

4
0

160

160

5
,
4
0
0

1
,
8
0
0

3
,
6
0
0

1,8001,800

女子便所

男子便所

5
,
4
0
0

1
,
8
0
0

3
,
6
0
0

1,8001,800

：改修部分を示す

既存　天井伏図　1/50

既存　平面詳細図　1/30 改修　平面詳細図　1/30

改修　天井伏図　1/50

その他

照明器具　新設（電気工事）

衛生器具　新設（設備工事）

TB-1,3　トイレブース、隔て板　新設

WD-1  　木製建具（片開き戸）のみ　新設

窓　既存額縁 ＯＳ塗装

既存 軒桁 120*80（米松）表し、研磨下地処理、ＯＳ塗装

建具

天 井

塩ビ製廻り縁　新設

床材巻上げ巾木　H=100　新設

男子便所　改修後　仕上表

天板：メラミンポストフォーム　D=150,t=30

巾 木

腰　壁

（面台部）

床

土間コンクリート厚120　新設

壁

天井点検口（450角）　新設

既存天井見切

女子便所　改修後　仕上表

床

土間コンクリート厚120　新設

床材巻上げ巾木　H=100　新設巾 木

天 井

塩ビ製廻り縁　新設

壁

床

廊下、おむつ替え　改修後　仕上表

床

巾 木

モザイクタイル　下地モルタル共　解体撤去

土間コンクリート厚120　解体撤去

壁 100角タイル　下地モルタル　解体撤去

　間仕切壁　全面解体撤去

天 井 石膏ボード ｱ12.5　ＶＰ塗装、木下地共　解体撤去

窓　額縁　既存のまま

建具 WD-3　　木製建具、木枠共　解体撤去

TB-1  　トイレブース　解体撤去

その他 照明器具・衛生設備　全て解体撤去

面台・手摺・化粧鏡　全て解体撤去

女子便所　　現況・解体仕上表

【廊下面】

床

廊下　　現況・解体仕上表

桧合板縁甲板 ｱ12.0、下地合板、木床組（H=600）　既存のまま

巾 木 雑巾摺　既存のまま

壁 木下地、石膏ボードPB ｱ12.5、じゅらく塗り　既存のまま

【女子便所前】

木下地、石膏ボード PB ｱ12.5、じゅらく塗り　解体撤去

　間仕切壁

天 井 木下地 + 石膏ボード PB9.5　既存のまま

ビニルクロスのみ　撤去

木廻り縁　既存のまま（女子便所面　撤去）

建具

その他 室名札　撤去

木建具　W780、H1800　扉のみ　解体撤去

木枠　既存のまま

【おむつ替え】

既存のまま

天井見切
クロス新設範囲

ＯＳ塗装
母屋表し

軒桁表し
ＯＳ塗装

母屋表し

ＯＳ塗装

その他

照明器具　新設（電気工事）

衛生器具　新設（設備工事）

建具

TB-2　トイレブース　新設

天井点検口（450角）　新設

                                研磨下地処理、ＯＳ塗装

既存 軒桁 120*80、母屋 102*105（米松）表し

7
8
5

8
7
5

8
7
5

木枠（四方）新設
D=200,ｔ=30

1
8
0

WD-2  木製建具（片開き戸）木枠 D180 とも　新設

100角タイル　下地ラスモルタル　解体撤去

　　（木下地、ラスモルタル+100角タイル、じゅらく）

木下地+ラスモルタル+100角タイル

※ じゅらくは、アスベスト含有建材とみなして処分のこと

※ じゅらくは、アスベスト含有建材とみなして処分のこと

不燃メラミン化粧板 ｱ3.0（直張工法）新設

不燃メラミン化粧板 ｱ3.0（直張工法）新設

（ 一部補強部　耐水合板 ｱ12.0 ）

木下地、石膏ボード ｱ9.5、ビニルクロス　新設

木下地、耐水合板 ｱ12.0 

既存 土壁の上　木胴縁組 ｱ18、耐水ボード ｱ12.5

窓　既存額縁 ＯＳ塗装

不燃メラミン化粧板 ｱ3.0（直張工法）新設

（ 一部補強部　耐水合板 ｱ12.0 ）

既存 土壁の上　木胴縁組 ｱ18、耐水ボード ｱ12.5

木下地、石膏ボード 9.5、ビニルクロス　新設

モルタル ｱ30、長尺塩ビシート ｱ2.0　新設

モルタル ｱ30、長尺塩ビシート ｱ2.0　新設

【廊下】

【共通】

土間コンクリート厚120、砕石 ｱ100、防湿シート 0.15　新設

巾 木

ソフト巾木 H=60

壁

窓　既存額縁 ＯＳ塗装

既存 軒桁 120*80（米松）表し、研磨下地処理、ＯＳ塗装

天 井

塩ビ製廻り縁　新設

建具

その他 照明器具　新設（電気工事）

雑巾摺 15*25

木下地、石膏ボード ｱ12.5、ビニルクロス　新設

木下地、石膏ボード ｱ9.5、ビニルクロス　新設

 床見切、壁見切 W30　新設

30

ころばし木床組 ＠303、ラワン合板 ｱ12.0

縁甲板 W106 ｱ12.0　新設

14032206

5
3

　　　　既存トイレ　平面図詳細図　1/30　・　天井伏図　1/50 　　　　改修トイレ　平面図詳細図　1/30　・　天井伏図　1/50

平面詳細図、天井伏図　　1/30,1/50

A1-SCALE

　　　既存・改修

三方枠 D110　新設

ピクトサイン（　　突出し）　新設

ピクトサイン（　　突出し）　新設

ピクトサイン（　　面付）　新設

展開方向

A

C

D B 展開方向

A

C

D B

30

110 木製三方枠

床見切

男 子 便 所

4040 120

女 子 便 所

おむつ替え

床見切

廊　下

カーテン（SUSシングルレール共）　W=900、H=1800　新設



14032205No.DARAWING NAME

A

TITLE

1
,
9
7
0

5
0

1
0
0
5
0

1
0
0

1,800 1,800
1
0
0

1
0
0

垂れ壁（木下地、土壁、モルタル下地） 撤去

木建具･木枠

木額縁 現況のまま 木額縁 現況のまま

石膏ボード ｱ12.5　VP塗装

木下地共　解体撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ解体撤去

男子 女子

1,800 1,800

男子

新設

下地モルタル　ｱ30

土間コンクリート　ｱ120

100角タイル貼

解体撤去

土間コンクリート　ｱ100

砕石敷き　ｱ100

モザイクタイル貼

下地モルタル　ｱ50

1
2
0
3
0

1
0
0

2
,
2
5
0

2
,
1
5
0

2
,
0
5
0

女子

トイレブース 撤去 木額縁 現況のまま

木建具･木枠

垂れ壁（木下地、土壁、モルタル下地） 撤去

面台 TB+CB120 解体撤去

面台新設

ポストフォーム ｱ30

メラミン化粧板 ｱ3.0

木下地

下草野まちづくりセンタートイレ改修工事

100角タイル貼

モルタル下地とも　撤去

※共通　 衛生機器　撤去

耐水合板 ｱ12.0

2
,
2
5
0

1
,
9
7
0

1
,
9
7
0

740 2,6601,600 3,400

1
,
5
0
0

2
,
1
5
0

1
0
5

2
,
0
4
5

既存 外壁内壁

3,440

1,600

1,600 2,700 740

既存 外壁内壁 新設 間仕切壁 新設 間仕切壁

　既設木額縁

ＯＳ塗装 ＯＳ塗装
新設木枠 180*30

1
0
0

母屋(杉荒材) 105*105

研磨処理、ＯＳ塗装

巻上げ巾木 H100
（床シート t2.0）

束（杉荒材） 105*105

研磨処理、ＯＳ塗装

研磨処理、ＯＳ塗装

軒桁(杉荒材) 150*180

既存 外壁内壁

既存 間仕切壁

既存 間仕切壁 既存 間仕切壁

既存木枠 220*30
ＯＳ塗装

（床シート t2.0）
巻上げ巾木 H100

　既設木額縁

ＯＳ塗装 新設 ライニング

汚垂陶板 6.0　新設

メラミンポストフォーム　新設

D150 ｔ30

新設 間仕切壁 既存 間仕切壁

1,700

1
,
2
3
0

5
4

下地モルタル共　解体撤去

研磨仕上、OS塗装

既存木材(杉荒材) 

研磨仕上、OS塗装

既存木材(杉荒材) 

▽天井高

▽天井高

▽天井高

　既設木額縁

ＯＳ塗装

　　　　既存トイレ　断面図　1/30

　　　　改修トイレ　断面図　1/30

　　　　既存トイレ　展開図　1/30

　　　　改修トイレ　展開図　1/30

100角タイル貼

モルタル下地とも　撤去

100角タイル貼

モルタル下地とも　撤去

面台、ライニングとも　撤去

100角タイル貼

モルタル下地とも　撤去

100角タイル貼

モルタル下地とも　撤去

100角タイル貼

モルタル下地とも　撤去

100角タイル貼

モルタル下地とも　撤去

3,440 1,600 2,700 740

袖壁　撤去

間仕切壁（木下地、ラスモルタル、タイル張り） 撤去

耐水ボード t12.5、不燃メラミン化粧板 t3.0　新設

既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300 木下地、耐水ボード t12.0

不燃メラミン化粧板 t3.0　新設

既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300

耐水ボード t12.5、不燃メラミン化粧板 t3.0　新設

既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300

耐水ボード t12.5、不燃メラミン化粧板 t3.0　新設 耐水ボード t12.5、不燃メラミン化粧板 t3.0　新設

既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300

木下地、耐水合板 t12.0、

不燃メラミン化粧板 t3.0　新設

既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300

耐水ボード t12.5、不燃メラミン化粧板 t3.0　新設 耐水ボード t12.5、不燃メラミン化粧板 t3.0　新設

既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300 木下地、耐水ボード t12.0

不燃メラミン化粧板 t3.0　新設

既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300

耐水ボード t12.5、不燃メラミン化粧板 t3.0　新設

木下地、耐水ボード t12.0

不燃メラミン化粧板 y3.0　新設

※共通　 適宜、補強用下地（耐水合板 t12.0）を設置のこと

断面図、展開図　　　　　　1/30

既存・改修　　　　　　　　1/30

A1-SCALE

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

男子

女子

男子

女子

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

長尺塩ビシート ｱ2.0

砕石敷き　ｱ100

防湿シート　ｱ0.15

断熱材　ｱ25

　Ｄ10-＠200SC（差し筋アンカーとも）

▽既存FL

▽新設FL 3
0

1
2
0

2
5

1
0
0



ソフト巾木　新設

No.DARAWING NAME

A

TITLE

下草野まちづくりセンタートイレ改修工事

１

900 600

140

86
0

6
0

１ トイレブース
ＴＢ

２
トイレブース

ＴＢ

１

900 600

1,600

100

6
0

記号　名前　数量

姿　図

表示付スライドラッチ（非常解錠付き）

アルミアールエッジ　戸当り帽子掛け

指はさみ防止構造

高圧メラミン化粧板（柄物）　ペーパーコア芯　40

標準金物１式　ステンレス巾木

―

男子便所

表示付スライドラッチ（非常解錠付き）

アルミアールエッジ　戸当り帽子掛け

指はさみ防止構造

高圧メラミン化粧板（柄物）　ペーパーコア芯　40

標準金物１式　ステンレス巾木

―

女子便所室　名

材質　仕上　見込

硝　子

金　物

備　考

ＷＤ

１

ＷＤ

２

ＴＢ

３

ＴＢ

１

ＴＢ

２

―

面取り　R=500

高圧メラミン化粧板（柄物）　ペーパーコア芯　40

男子便所 女子便所

付属金物一式、丁番、レバーハンドル

ドアクローザ、戸当り、アルミガラリ

メラミン化粧合板　30

型板　4.0

付属金物一式、丁番、レバーハンドル

ドアクローザ、戸当り、アルミガラリ

メラミン化粧合板　30

型板　4.0

ステンレス巾木

男子便所

R5
00

3
0
0

3
0
0

片開き框戸（木枠、扉とも）片開き框戸（扉のみ、木枠既設）

3
0
0

3
0
0

480480

２

ＷＤ
１

780

1
,
8
0
0

１

ＷＤ
１隔て板

３
１

ＴＢ

780

1
,
8
0
0

1
,
5
0
0

750

記号　名前　数量

姿　図

室　名

材質　仕上　見込

硝　子

金　物

備　考

2
,
0
5
0

2
,
2
1
0

670 1,635 670 1,635

1,6351,710 1,040 1,6801,000

既存じゅらく壁　そのまま

木見切　新設

30*15

既存木製建具　そのまま

母屋(杉荒材) 105*105

研磨処理、ＯＳ塗装

既存じゅらく壁

そのまま

雑巾摺　新設

30*15

既存木枠 220*30
ＯＳ塗装 ＯＳ塗装

新設木枠 180*30

新設三方枠 110*30
ＯＳ塗装

雑巾摺　新設

30*15

H60

　既設木額縁

ＯＳ塗装

30*15

新設木見切 ＯＳ

クロス貼り　新設

新設 間仕切壁 新設 間仕切壁既存 外壁内壁 既存 外壁内壁

新設 間仕切壁 新設 間仕切壁 既存 間仕切壁

クロス貼り、木廻縁ＯＳ　新設クロス貼り、木廻縁ＯＳ　新設

クロス貼り　新設

木廻縁ＯＳ　新設

3
0

1
,
9
0
0

1
,
8
1
0

90
0

60
0

10
0

3
0

1
,
9
0
0

1
,
8
1
0

14032206

5
5

木下地、耐水合板 ｔ12.0 既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300

石膏ボード ｔ12.5、クロス貼り　新設 石膏ボード ｔ12.5、クロス貼り　新設

既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300 木下地、石膏ボード ｔ12.5

木下地、石膏ボード ｔ12.5 木下地、石膏ボード ｔ12.5 既存木下地の上、横胴縁 50*25 @300

石膏ボード ｔ12.5、クロス貼り　新設

　　　　建具リスト　1/30

建具案内図、建具リスト　　　1/30

展開図　　　　　　　　　　　1/30

A1-SCALE

　　　　建具案内図　1/30

新設三方枠 110*30
ＯＳ塗装

カーテン(レール共)

900*1800

　　　　改修廊下、おむつ替えスペース　展開図　1/30

おむつ替えスペース

廊下

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

ＣＢＡ














